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静岡大学教育学部研究報告 (教科教育学篇)第26号 (1995.3) 23～ 48

日韓社会科教育比較考 (その 1)

A Comparative Thought of Social Studies
in Japan and Korea

馬 居 政 幸・夫 伯・ヂ  汝
Masayuki UunI, Baek PoB and Yeoman

(平成6年 10月 11日受理)

本稿の著者の馬居 (静岡大学)と夫伯 (韓国慶熙 HOTEL経営専門大学校)は、これまで日
本と韓国の青少年の意識特性とそれを創出する多様な文化の表層と深層における同質性と異質

性の構造を明らかにするための比較研究を進めてきた。特に、韓国青少年の日常生活の中に浸

透する日本の青少年文化の現状とその問題点について、あるいはソウル大学校師範大学の曹永

達との共同による日韓両国の学校と教室文化について、実証的に探究することを通じて、日韓

両国の間における新たな相互理解教育のありかたに関する考察を試みてきた。そしてその研究

の中間報告として、次の二つの論考を発表した。

①「日本と韓国における青少年文化と意識構造の比較研究 (その 1)一新たな両国の相互理
解教育の基礎的作業として一」(静岡学園短期大学研究報告 第 5号)
②「日本と韓国における学校と教室文化の比較研究 (その 1)」 (静岡大学教育学部研究報告・

人文社会科学篇 第 44号 曹永達との共著)
さらに、この調査研究の過程において得た資料や知見をもとに、馬居は日本と韓国の社会科

教育のあり方の相違に起因すると思われる様々な事象について、各種教育雑誌において論考を

発表し、そのハングル訳を夫伯が行ってきた。

また、ヂ汝晩 (韓国ソウル市立清涼高等学校教諭)は平成 3年度に教員留学生として静岡大
学大学院に派遣されてきたが、馬居と夫伯の研究に理解を示し、馬居の論考の翻訳に携わった。

本稿はこのような研究過程を背景に、次の二つの論考とその翻訳を発表するものである。

①「『近くて遠い国』で学んだこと」(初出 『PART H』「連続セミナー“授業を創る"」 機
関誌 m22 1991年 )
②「 “生活者"に とっての “意味"と “思い"からの再構成を一新たな “人の間 (あいだ)
づくり"のために一」 (初出 『現代教育科学 社会科教育』「連載講座・社会がわかるとは
何か―脱イデオロギー時代の次に来るもの 9」 1991年 12月号 ヽ358 明治図書)
この二つの論考は、いずれも小・中・高等学校の教師を読者対象とする教育雑誌に発表した

ものである。そのため、読みやすさを優先し、学術論文としての厳密さを欠くことは否定でき

ない。しかし、その分、発表時の社会的背景を直裁に反映するものとなっている。また、学校

教育の現場をフィールドとする社会科教育の研究にとって、教師のリアリティ構造に接近する
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表現様式もまた重要な課題と考える。

その意味で、今後の社会科教育に関する日韓比較研究の基礎的作業の一貫として、本研究紀

要の場を借りて、上記二つの論考とそのハングル訳を発表させていただく。これが日韓社会科

教育比較研究ではなく日韓社会科教育比較考とした理由である。

加えて、日本語の本文は馬居の単著だが、翻訳作業もまた研究の一貫であることをふまえ、

夫伯とヂ汝晩の共著とした。

日本文篇

I「近 くて遠い国」で学んだこと

1.梧井中学の生徒に問われて
「おねえさん方は、音、日本で大きな地震があったときに、韓国人がたくさん殺されたこと

を知っていますか。そのことをどう思いますか。」

「今、韓国には、日本からいろんなものがいっぱい入ってきています。今度は経済や文化で

韓国を支配しようとするのですか。」

私は今年 (1991年 )の 2月 、「韓国の人と歴史と教育の交流旅」と題し、研究室の学生 11名

(女 10、 男 1)と友人の教師や教育委員会の人達 4名 と共に、韓国の大田 (テ ジョン)市にあ

る梧井 (オ ジョン)中学校を訪問した。その際、学生と梧井中学 2年の代表 10名 とで懇談会を

持った。そこで一人の女子中学生から出されたのが冒頭の二つの質問である。私達を迎えてく

れた梧井中学の宋先生の「なにか日本のお姉さん方に聞きたいことがありますか」との問いに、

即座に手を上げての質問であつた。

「きたノ」と思わず私は叫んでしまった。そして参観日に教室の後ろでわが子の発表を待ち

望む父親のような気分で、学生が答えるのを待った。

学生はどのように答えたか。その内容は本稿の最後に示したい。理由は『Part II』 の読者に

も、自分がその場にいるつもりで中学生の質問にどのように答えるかを考えていただきたいか

らである。

本誌の読者の多くは若い先生方であろう。昭和 24年生まれの私より、中学生の前で悩む私の

研究室の学生の年代に近い方が多いのではないか。私は朝鮮戦争 (6・ 25動舌L)に よる特需を

バネにした日本経済の復興とともに幼児期を生き延びた団魂の世代の尻尾。銃をとった男と銃

後を守った女の世代の子どもである。戦争の悲惨さを被害者として身近に知るとともにt加害

者としてアジアの人達に対する負い目 (責任)の一端を感じる世代の最後と思っている。 (ただ

し、その思いの浅さへのいらだちが、私を韓国の旅に向かわせたことはあとでのべる。)

他方、私と共に訪韓した学生は、学校で教わったかどうかに関わらず、書物やマスコミ等に

よる “情報"と して、日本と韓国あるいは朝鮮 (韓)半島との関わりの歴史を知ってはいた。
だが、自分の身にかかる問題として “悩む"経験はない。戦争は受験やンポートのために記憶
し調べる過去の出来事。韓国と日本との関わりも例外ではなかった。

しかし、彼や彼女達も教師になれば、日本に最も近い国が「近くて遠い国」といわれる理由

を教えなければならないはず。言葉の意味は教えられても、その意味の重さ、さらに何よりも

「近くて遠い国」の人達の “思い"を伝えることは困難であろう。その困難さに学生がいかに

気付くか。
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最も日本に近い国の中学生が率直に問い掛ける日本と日本人に対する疑間にいかに “とまど

う"か。日本で生活する同年代の人達を教えることを職業として選んだ者が、自分の問題とし
て “悩む"機会をつくること。これが韓国に訪れる度に問われ (問い詰められ)、 冷汗を流しな

がら学んだことへの私自身の“応え"(答えではない)であり、学生と共に韓国を訪れた目的で

あった。思わず「きたノ」と叫んでしまった理由でもある。

2。 私の韓国との出会い

私の韓国への関心は、1986年 10月 から1988年 3月 までの間、教員留学生として私の研究室

にこられた宋在鴻 (Son Jae HOng)先生との出会いにより始まった。先生の現在の職場は梧井

中学校。社会科と国史科を担当し、私達を迎えてくれた方である。

この宋先生が留学時に示された非常に真摯な研究態度や極めて積極的な探究心や向上心に接

し、私は韓国の教育の伝統と現状に強い興味を覚えた。だが何よりも私にとって衝撃的だった

のは、帰国を前にして語った宋先生の次の言葉であった。

「私は日本が嫌いです。だからきました。」

私も日本の研究者の一人として、韓国の人達が日本を嫌っていることもその理由も知ってい

るつもりでいた。だが普段の私への態度から、宋先生は違うと思っていた。ところがそれは私

の勝手な思い込みであったわけである。とまどう私の顔をみてか、宋先生は母国を支配した日

本で学ぶことについてのアンビバンンツな思いを切々と語ってくれた。だが私には、残念なが

ら、宋先生が語る言葉の意味は理解できても、その思いを私自身の経験に基づく実感として共

有することができなかった。

私は、心の内を明かしてくれた宋先生の信頼に応えるために、また先に述べたように半島の

支配にかかわる世代を親に持つ一人の人間として、宋先生の思いの背後にある韓国の人と社会

の現実を、自分の五感で確かめなければならないと考えた。そのため宋先生が帰国した年の夏

を皮きりに、先生が住む大田を訪ね、小学校、中学校、高等学校、師範大学を何度も訪問し自

分の疑間をぶつけていった。

特に、宋先生の通訳で社会科や国史の授業に参加し中学生と語りあった。日本とほとんど変

わらない教室と授業の中で、日本の中学生からは感じられない率直さで、次々と私に日本と日

本の中学生への疑間と興味を質問してくる彼や彼女達。その言葉や表情に、自分の意見を明確

にもち積極的に主張することを鍛える韓国の人の育ちの過程を教えられた。また、韓国に刻ま

れた日本の姿を求めて、百済の都の扶餘を始め古代日本と関わりの深い史跡をたずね、独立記

念館や板門店にも行った。しかし、実際に歩いての駕きは、どんな小さな寺院や古墳にも日本

の姿を見出すことができることであった。ハングル文字と漢字で記した説明板の中に、日本に

文化を伝えたことへの韓国の人達の誇りと、それを自覚しない日本へのいらだちを感じざるを

えなかった。

他方、現代韓国の教師の日常を経験するために宋先生のお宅で生活。宋先生の奥さんと行っ

た市場やデパートで韓国の女性のしたたかさを、その姿を撮ろうと不用意にむけたカメラを見

て厳しく叱る初老の紳士に東洋の礼儀の国の伝統を学んだ。零下 20度近い夜に宋先生と駅の広

場にある屋台にいき、安い焼酎を飲み交わして思いを大声でぶつけ合った。このような韓国で

の生活で学んだことは数えきれないが、特にここでは二つ課題を提示したい。
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3.韓国は先生、日本は生徒
第一の課題は、韓国を知ることなく日本を語ることはできないということである。

高松塚古墳を代表に古代日本が百済や新羅と密接な関係にあったことはよく知られている。

最近発掘された伽耶の遺跡により、日本書記に記された任那の日本府が存在しなかったことを、

今年 (1991年 )二月の NHKスペシャルで知った方も多いのではないか。
だがこのような関係は古代のみでない。韓国での旅で痛感したのは、第二次大戦後の日本経

済の復興と朝鮮戦争 (六・二五動乱)の関係にいたるまで、日本の歴史は朝鮮 (韓)半島から
の視点を無視しては描けないことである。たとえば次の 3人について私達はどれほど知ってい

るだろうか。

李舜臣 (イ スン シン)安 重根 (ア ン ジュン クン)柳 寛順 (ユ クァン スン)
本誌の読者であればいずれも名前は知っているであろう。特に、李舜臣は、亀甲船で豊臣秀

吉の軍隊を破った将軍として、少なくとも中学校の社会科では教えるであろう。ただし、文禄

の役が韓国で壬辰倭乱といわれる理由を追求する授業はどうか。李舜臣の銅像が首都を守るよ

うに、ソウル駅につながる大通りに立ち、文武両道に優れた名将軍として韓国で最も尊敬され

ている人であり、亀甲船のモデルがいたるとこに飾られて民族精神の象徴になっている意味を

問う授業はあるか。豊臣軍が半島をどれほど破壊し人々を殺毅したか。逆に、捕虜として日本

に連行された人達が、朱子学や陶器を代表に、どれほど日本文化を創造する役割を担ったかに

ふれる授業はあるだろうか。まして、多くの捕虜やオランダの奴隷商人に売られた事実を知る

日本の教師も歴史学者もほとんどいないのではないか。

4.韓国の教育と子どもにとって日本は
安重根の場はどうか。日本では伊藤博文の暗殺者としてふれるに止まる場合が多いのではな

いか。韓国では全く逆。「侵略の元凶」である「初代韓国統監」の命を奪った「民族の英雄」と

して、李舜臣とともに尊敬されている人である。

日本でもっとも知られていないのが柳寛順ではないか。彼女は 15歳の少女でありながら梨花

学堂 (現在の梨花女子大の前進)の学生として「 301独立運動」の先頭にたってたたかった。
そして逮捕されたあと拷間をうけてもなお主張をまげず、17歳で獄死。現在、彼女の故郷の天

安には広大な敷地をもって独立記念館が建設されている。

この独立記念館には韓国の歴史が 9ホールにわけて展示されている。とりわけ李舜臣の功績

や近代以後の日本による破壊と犠牲を、見学に来る人達が一目瞭然にできるように、写真や資

料とともに実物大の模型や非常にリアルな嘘人形の姿で再現されている。安重根の凛々しい像

が展示館の入口にある。

このような李舜臣、安重根、柳寛順の二人の生涯や功績あるいは背景となる歴史は、より詳

細に、小・中学校の国語や社会科や国史の教科書に掲載されている。 (韓国の社会科は小学校 3

年から始まり教科書も日本と類似。 1、 2年は生活科。中学校も社会科は日本と同様だが、 2、

3年で国史が独立し教科書は国定。なお、韓国の学校制度や教科書や授業の実態については別
の機会に紹介したい。)

独立記念館は修学旅行のコースであり、祖父母や親が孫や子どもに自分史を語る場でもある。

8月 15日 の独立記念日には大統領が国民に向かって演説をする場でもある。ただし、日本の旅

行会社の行うパック旅行や観光地図には入らない場でもある。
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冒頭で紹介した中学生の質問の背景が見えてきたであろう。私は、これらを見出す度に、自

分の不明を耳きじ、カロ害者性の自覚の浅さを反省せざるをえなかった。もちろん、歴史的事実の

解釈は国によって異なる:だが、この二人はいずれも日本の侵略に対して戦ったのであり、そ

の歴史的事実を私達は否定できない。さらに、韓国の子ども達は誰もが学校でまさに人物を通

して学ぶわけである。日本の子ども達との間にある溝は深いと言わざるをえない。

しかし、他方で、独立記念館に2回 3回 と訪れ、宋先生のクラスの中学生と対話を重ねるう

ちに疑間が生じてくるのを禁じえなかった。日本ではなく韓国の子ども達にとってである。そ

の疑間を明確に意識したのは次の事実に出会ったときであった。

5.韓国のドラゴンボール

上の写真は、今年 (1991年 )の正月に慶州からソウルに向かう途中でよつた駅の側の小さな

本屋で見つけたものである。いずれも日本の漫画のハングル版。韓国で ドラゴンボールや北斗

の挙が子供達に人気があるとは聞いていたが、これほどとは思わなかった。特にドラゴンゴー

ルは日本 とリアルタイムに近い。

さらに、次の二枚の写真を見ていただきたい。
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表はドラゴンボールにキャンディキャンディ、裏は掛け算とハングルの一覧。日本の五十音
と九九にあたる。ともに小学校入学時に子供が遊ぶ (学ぶ)も の。これは大田で最大の文房具
店で見つけた。同じ物がソウルのロッテデパートの中にある書店でも売られていた。そこでは
日本のテレビアニメシリーズそっくりの絵本が文字のみハングルに変えて並んでいた。冒頭の
質問のもう一つの背景である。

私はこれらを書店や文具店で発見して非常に複雑な気分に陥った。学校では日本がいかに悪
いかが教えられ、日常生活は日本のもので一杯、というわけである。それも、質問した中学生
がどれほど知っていたか不明だが、少なくとも私が取材した限り、ドラゴンボールやキャンディ
キャンディを日本の漫画と知る親は少ない。宋先生も例外ではなかった。
いつたい韓国の子ども達にとって日本とは何なのか。そして日本の子ども達にとって韓国と
は。

この疑間を解く鍵は学生の答えの中にあった。

6.学生の “答え"と私の “応え"
「知っています。よくないことです。三度としてはならないことです・・・。」
「日本の文化や商品が浴れているのは韓国だけではありません。それをどのように考えるか
は、韓国の人達の問題です。自分で判断することです /」

これが冒頭の質問への学生の “答え"である。私は最初の答えにホッとしつつも、後者の意
見にとまどった。ところが思いがけずも宋先生が、「そのとおりです。非常にいい答えです。」
と賛同の声をかけてくれ、非は非として認めた上で、互いの問題点を指摘しあえることこそ韓
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国と日本が「近くて近い国」になれる道である、と日本語とハングルで話してくれた。私は感

動した。そしてこの学生と宋先生の言葉に自分の疑間への “応え"を見出した。

侵略の事実を認め、その誤りと愚かさを後の世代に教え続けること。これが「近くて近い国」

になるために日本がなすべき第一歩である。だがそれは批判に “答え"を出したに過ぎない。

問題はその上でどう“応え"る か。誤解を恐れずにいえば、政府が謝り教科書が変わろうとも、

最も「近い国」で生活する人と人の間にある溝は埋まらないと考える。

教科書の中の日本批判と生活の中の日本文化の狭間で日本の実像に飢える韓国の子供達。最

も近い国との関わりを受験のための知識でしか間う意欲のない日本の子供達。この現状が続く

限り、互いに「遠い国」であり続けるであろう。では何が必要か。

互いの “いま"に “学びあい教えあう"こ と。そのために、利害に引きずられた政治や経済

の次元でなく、新たな時代の担い手となる両国の若者や子供達が直接知りあえる機会をどれだ

けつくるか。これが「近くて近い国」の条件であり、私が韓国で学んだもう一つのヾそして最

も重要な課題。学生との旅を私自身の “応え"と した理由である。

今年の 11月 、次の“応え"への歩みを進める予定である。改めて新たな出会いを本誌で報告

できることを願って「近い国」への第一報を終わりたい。
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Ⅱ “生活者"に とっての “意味"と “思い"からの再構成を
一新たな “人の間 (あいだ)づくり"のために一

1.金浦空港を守る若い兵士
今年 (1991)の二月、私は学生とともに韓国を訪れた。目的は友人の宋在鴻先生が勤める大

田 (テ ジョン)市の梧井 (オ ジョン)中学校と宋先生の母校の公州師範大学との交流。その帰
国日の朝、名古屋空港行きの JALに乗るためにソウルの金浦空港に着いた私達を待っていたの
は、自動小銃をもった兵士。学生とほぼ同年齢と思われた。ソウル在住ガイド歴 15年の察 (チ ェ)

さんが「こんなこと始めて」と駕きつつ慎重に先導してくれた。私も訪韓は5度目だったが始
めての経験。空港へのバスの中で昨晩までの出来事を賑やかに語って (騒いで ?)いた学生達
も、急に借りてきた猫のようになって兵士の間をぬけて察さんの後を追った。

もっとも、兵士が守っていたのは入回のみで空港の中は従来どうり。察さんと再会を約束し

てジャンボ機に乗り込んだ。ところが上空に上がるとともに始まった前夜七時の NHKテ レビ
ニュースに、見覚えのあるシーンが映った。(日本の時間と情報の流れに遅れないようとの JAL
のサービスなのか、救命用具の案内の後に放映)軍用機の前で若い女性がパイロットに花束を
贈る傍らで子どもを抱いた母親らしい女性が泣いているシーン。昨夜ホテルで見た KBSの
ニユースと同じ映像だった。ただし、ハングル語は片言の挨拶のみの私はt意味不明のまま見
過ごしていた。それが NHKのアナウンサーの声から、湾岸戦争のために韓国軍の輸送機が飛
び立つ際に行われた儀式と兵士を見送る家族の別れのシーンであることがわかった。さらにそ

の輸送機が、私達が四日前に金浦空港に向けて名古屋空港 (小牧)を発つ時に、ジャンボ機の
窓から見た自衛隊の輸送機と同型であることにも気付いた。

空港の兵士。機内のニュース。ホテルのニュース。小牧基地の輸送機。その関係が見えてく

るにしたがい、私の胸に、「ああ、またかノ」という思いと5年前の苦い経験が蘇ってきた。

2.日本は私達の犠牲で豊かに

私は 1986年の正月に静岡県青年の船の講師としてt始めて韓国 (釜山)を訪れた。中国の青
島市訪問後の寄港のため、僅か一泊二日の滞在であったが、半島とその先に連なる列島という

最も近い国に住む “人と人の間 (あいだ)"に ある溝が、いかに深く埋めがたいものかを感じ取

ることができた貴重な旅であった。特に、釜山の国連墓地で聞いた次の言葉は私の “社会 (科

学)観"を根底から揺さぶった。
「ここは 6・ 25動乱の時に韓国を助けに来てくれて亡くなった恩人の墓地です。あそこに立っ
ている旗の国の人達です 。・・ 日本は来ませんでした・・・ 日本が高度成長できたのは私達の

犠牲があったからです・・・」

通訳の女性の言葉である。私には特別に反日感情をもった方ではなく、50歳前後の温厚な韓
国の女性と思われた。だが、通常の名所旧跡の見学と同様に記念撮影の場を求めて墓地の中を

無遠慮にうろつく日本の若者の姿を見て、日頃の思いを語らずにおれなかったのか。その声は

静かではあるが厳しく問い掛ける響きであった。しかし私は、最初彼女の言葉の意味を理解で

きなかった。私自身の朝鮮戦争観と余りにも異なっていたためである。彼女には私の理解する

朝鮮戦争という歴史的事実は存在しない、といった方が正確だったかもしれない。

私にとって朝鮮戦争は、社会主義・共産主義に基づく中華人民共和国やソビエト連邦の軍に



日韓社会科教育比較考 (その 1)

支えられた朝鮮民主主義人民共和国と、自由主義・資本主義に基づくアメリカ合衆国を中心と

する国連軍に支えられた大韓民国が、北緯 38度線を境に行った戦争。ドイツの分裂と共に、ソ

連と米国という二つの超大国による第二次大戦後の“世界秩序を決定づける戦い"、 という位置

づけであった。また日本の戦後史の通説では、この戦争に前後して米軍の占領政策が変更。い

わゆる “逆コース"と総称される時代に入り、その象徴が世論の反対の中で設置された自衛隊

の前進の警察予備隊、とされる。

したがって、この戦争を契機に生まれた自衛隊を憲法違反と位置づけ、反戦平和を主張する

論者は多い。だが、韓国の人達を救いに行かなかったという視点から日本の戦後史を問う言葉

に私は出会ったことはなかった。

しかし彼女にとってこの戦いは、1950年 6月 25日 に北からの戦車が北緯 38度線を越えたこ

とにより始まり、300万人の人命と人口の四分の一にあたる 1000万人を越す人達の家族が離散

する犠牲を払って、韓国が “国家の存亡をかけて戦った内戦"であった。国連軍として参加し
た国の人々は、自らの犠牲を省みず助けてくれた恩人。日本は犠牲を払わずに獲得した経済的

利益をもとに高度成長への道を走ることによって豊かになった国である。

もっとも彼女の意図は、日本が国連軍に参加すべきであったということではないであろう。

日本の再軍備を最も厳しく非難してきたのが韓国の人達である。無頓着に墓地を歩く日本の若

者を見て、日本の豊かさが誰を犠牲にして獲得したものかを自覚しないことへの憤りから出た

もの、と考える。

ただし、このように彼女の言葉の意味を推し量ることができるようになったのは後のこと。

その時は、頭が混乱し返す言葉がなかった。本来ならば、占領下にある敗戦国日本が国連軍に

参加できるわけがなかったと反論 (いいわけ?)し、日本の平和主義を主張すべきだつたかも
しれない。だが、砲弾の中を逃げまどった彼女の思いに勝る論理を、今なお私は持つことがで

きない。その意味で、彼女の歴史解釈がどうであれ、彼女の言葉は、私の朝鮮戦争観や半島に

住む人達への関心、さらにはその前提の社会 (科学)認識のあり方の問題に気付かせてくれた。

3.通訳の女性の言葉に学んだこと
まず一つは朝鮮戦争の捉え方。社会主義と資本主義という体制間の対立として位置づける視

点が、どれほど戦場となった半島の人々の生活世界を無視することであったか。このような認

識は、社会主義、資本主義いずれの立場に立とうと、また客観的で精緻な論理構成であればあ

るほど、朝鮮特需を浮揚力として、東西の冷戦の狭間で高度経済成長を可能にした日本という

国家の枠の中の社会で生活する私自身の現状 (位置)を正当化する歴史 0社会認識としての役

割を果たす (こ れがイデオロギーの意味)、 からである。

問題は戦争の原因でも正当性でもない。1950年に半島で生じた戦争の意味を捉える際に、彼

女の言葉の背後にある戦火で破壊された人々の生活にとっての意味と、その 5年前の戦争によ

る破壊を復興できた列島に住む人々の生活にとっての意味とを比較・関連づけたかどうか。ま

たこのことは、朝鮮戦争や戦後史のみではなく、古代以来の半島と列島に住む人達相互の関係

を、“生活者にとっての意味"と いう視点から捉え直す必要があることを示唆していると考える。

その二つは社会認識の方法の限界。社会主義、資本主義のいずれにせよ体制の相違に歴史的

社会的事象の認識を還元する方法である限り、戦争は人々の命を奪い生活を破壊する、という

生活者の常識を見失うということ。さらにこのことは、客観性、普遍性を重んじる科学的方法

０
０



32 馬 居 政 幸・夫 伯・ヂ 汝 晩

の手順を踏む限り避けえない限界でもあると考える。

科学的社会認識の方法を追求する限り、戦争による破壊を数量的に示し、原因や影響を合理

的・論理的に説明することはできても、そこで離散した人達の思い自体を表現することはでき

ない。それは非合理で特殊的・個別的なもの。肉親の死の悲しみを、敵を殺す行動にも、生き

抜く勇気にも変えられるのが人間。科学の日で見れるのは、一定の社会的状況の元で取りうる

様々な選択肢とその条件、あるいは意思決定の確率論的傾向。個々の選択主体固有の悲しみや

怒りの深さではない。

通訳の女性の思いの理解は、科学的認識の問題ではなく私自身の他者理解の深さの問題であ

る。科学的社会認識はそれを磨くための一つの手段であっても全てではない。もし全てとして

位置づけるならば、そのこと自体が他者の理解を妨げる要因となろう。

そして私にとって「社会がわかる」とは、先の “生活者にとっての意味"と 、この “生活者
の思い"の理解にかかわるもの。社会の合理的・普遍的理解は研究者の目的であって、生活者
には一つの情報にすぎないからである。

だが問題はここから始まる。このように指摘する私自身はあくまで “見る側"であり “意味
づける側"にいる。朝鮮戦争や過去の半島と列島の関係に対する “認識主体"ではあるが、そ
の中で “生きる主体"ではない。だが今年の二月の名古屋空港に向かうジャンボ機での経験の
意味は異なった。

釜山での通訳の女性の言葉への私の反省は、あくまで私自身の社会の捉え方の問題であった。

だがもし金浦空港を守る兵士や子供を抱く母親に、同様に問われたら私はどう答えたか。

日本も派遣 (兵)す るといえば、かっての侵略に基づく新たな危惧の言葉が、逆に平和主義
を主張すれば、再び日本は私達を犠牲にするのか、と非難の言葉が返ってきたかもしれない。

何よりも日本ではなくあなたはどうするのか、と問われた場合の答えは。

4.脱イデオロギーの意味
湾岸戦争は偶発事件ではない。脱イデオロギーの時代故に生じたもの。その中で日本が問わ

れたのは、GNP個人比世界一、世界の富みの 15%を有する経済大国として世界の再秩序化のた
めに何をするか。東西対立の狭間で米国に依存しつつ自国の貧しさを理由に経済的利益を追う

道は断たれた。

脱イデオロギーの時代とは、世界がイデオロギーの呪縛から解放され、理想社会が実現した

のではない。単に、既存のイデオロギーでは秩序を維持できなくなったことを意味するにすぎ

ない。かって D.ベル等により1960年代にイデオロギーの終焉と両体制の収飲理論が提起され

た。共産主義や資本主義というイデオロギーに代わり、科学 (K.ポッパーの反証可能なピース

ミール・サイエンス)のみが人類の未来を築く、という論理である。だがこのような科学観の
誤りは国連墓地での言葉で明らか。科学への信仰もまた一つのイデオロギーとなる。

人間は世界と社会を “ありのまま"ではなく、習慣や信仰あるいは科学や学問などの “概念
装置"と いうレンズを通してしか認識できない。したがってレンズの種類により無限に変化す
るのが人間の社会認識の特性である。そのため、①多様性を否定し単一の世界観に統合するか、

②多様性を前提に個性的な認識を育成するかが、社会認識の教育の最重要課題となる。そして、
複数の①の立場が世界と社会の支配をめぐり対立するときにイデオロギーが生まれる。イデオ
ロギーとはデマゴークやプロパガングではなく、「特定集団の利害を正当化するための信念や論
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理の体系」だからである。

しかし湾岸戦争をはさむ世界の激変は、①では今後の世界のあるべき方向を描くことができ

ず、②の立場から多様な国や民族や社会や文化が多様なままに “共に生きる道"を創造しなけ

ればならないことを示した。その問題を解く舞台に、日本も上がらなければならない。だが日

本にとってより困難な問題は、単一民族・言語 (の文化・イデオロギー)を前提に同質性を重

視してきた自国の中の世界を、異質性重視に転換することではないか。一人ひとりが “互いの

違いを認めつつ共に生きる方法"を 日常生活の中に創造しなければならないのである。これが

日本とそこに籍を置く者にとっての脱イデオロギーの意味である。

そしてこれこそ社会科教育の真価が問われる舞台であるはず。

理由は社会科こそ戦争への反省に基づき、②の立場から学習者個々の日常に即して生活を創

造するために新設された教科であつたからである。だが実際には、①の立場からの多様な社会

科論が、互いに正当性を主張し対立することはあっても、学校の外や卒業後も含めた学習者自

身の多様な生活にとっての意味をどれほど重視してきたか。学習者は、①の知識を教えられる

容器か、教師や研究者にとっての理想的子ども像 (こ れも①)のラベリングの対象として捉え

られてこなかったか。

5。 “人の間 (あいだ)づくり"を

この図は社会科が対象とする社会的世界の領域を、“日常的―非日常的"“私的一公的"と い

う二つの分析軸で四種に分類したものである。

これまで社会科は、ⅢとⅣの領域を軽視 (無視・否定 ?)し、 Iと その正当化のためのⅡの

領域の “知識"を教え、その理解 (記憶 ?)度を “社会がわかる"基準としてこなかったか。

日常的 (目的合理的)

<生活>

Ⅳ

私的

(個別 0特殊的) (禦団・普遍的)Ⅲ

<遊 >

非日常的

<聖 (宗教、学問、

科学、イデオロギー)>

(価値合理的)

公的な Iと Hに は、文字通り公 (おおやけ)に誰もが認める “正解"が必ずある。しかもⅡ

はその “正義"を証明する。まさに学校で “教える知識"は “正しく善"。 理解 (記憶 ?)しな
い学習者は “誤りで悪"と なる。

だが Iと Ⅱがどうであれ、Ⅳの生活は存在し続けなければならない。Ⅲの遊びも人類史とと

もにある。それに対して、Iと Ⅱの歴史は、戦争に敗れて後の 40数年。せいぜい遡ってヨーロッ
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パ近代か明治の文明開化。脱イデオロギーはIと Πの問題にすぎない。

ただし、私的な生活と遊びの領域であるⅢとⅣの答えは複数で曖味。相手により異なる場合

も多々ある。おまけにその基準は、Ⅲは “楽しさ"、 Ⅳは “幸せ"と いった “主観的"な もの。
またこの領域の特色は “知る"だけでは価値がないこと。具体的で個別的な “生きる場"にお
ける様々な “ヒト、モノ、コト"との “間 (あいだ)"で “駆使"さ れる過程において、その意
味と価値は創られる。教室で教師が強いて勤 (勉)めさせても無意味。“知ること"と “できる
こと"の “間 (あいだ)"にある溝は、科学的知識の追求のみでは埋められない。
釜山でのとまどいは、通訳の女性のⅣからの問いに私の Iと Ⅱが答えられなかったから。ジャ

ンボ機上では、若い兵士と母親のⅣへの答えを私のⅣが見出せなかったことによる。だがⅣで

ある以上、その答えは兵士や母親にもない。私と彼や彼女との “あいだ"に創造するものだか
らである。

本来一人ひとりの生活を豊かにする手段が Iと Ⅱであるはず。だが豊かを追求する過程で I

とⅡが自己目的化しなかったか。その結果が、湾岸戦争、経済摩擦、外国人労働者、男女共同

参画型社会・・・にとまどう現代日本の社会状況ではないか。その責任を社会科もまた免れな

いと考える。

今必要なのは本来の目的であるⅣ、すなわち “生活者にとっての意味"から公的な Iと Πを
再構成すること。そのためには、特定の研究者の理論や外国の書物に一元的な正解を求めるの

ではなく (脱イデオロギーのもう一つの意味)、 多種多様な “生活者の思い"の “あいだ"に問
いと答えを創造し続けるしかない。そしてその基盤は、どのような人とも “コミュニケーショ

ンの網目 (ネ ットワーク)"を張ることのできる主体の育成。すなわち “人の間 (あいだ)を創
る"こ とのできる力 (智恵 ?)の育成こそ、私は “社会がわかる"ための第一歩だと考える。
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モ 峨哄叶.ユEl,寸J暑斗 ■■ そ彎 2寸嘔ユl嘲工 10・J斗ユlを
嗜ヨ詈 フト数銀EI.ユテOll月 せ 叫告■OI Ll彗暑覆OI E4嗅瞥咀 手

オス1ユl電モOl戒EI.♀己1詈音 り01せ ユ■ 号呻ユ鋼 舎社J鋼

「早哄咀フト嘔暑ユ1キJttOll刻 詈朝 ニユ J是 覆。l鎖モオ■?」こト

モ 詈
=Oll号
■Ol口 舎音 詈01●トモ 電子01鎖 EI・ .

「Ll・者 せ01 LI景子Ll・ !」 うトユ Ll・ニ ユニ刻 生こl羽 J ttEI.ユニlユ

替せせOllユ電引Oll A4月 LlストJユlせ工暑 アl嘲むトユ 哄モ 0卜劇ス1

鋼 フl暑ユニ t■JOI Llせう卜与 拭音 フlLI敷じ卜.

甘響詈是 。l詈■Oll El。 1月 019刻 嘲嗜
=峨=フ
ト?ユ 嘲
=書
Ol

フlユユ1詈早暑Oll咀詈;卜裂叶.スト7ントユ スl・●;Oll城城叶モ フト■。ト

・ llそ彎J鋼 電子Oll呵暉刻 Elせせ 項嘔オ=J考
も1子スレ〕号 ■l・Iト

フl Elモ Ol叶 .暑スlユl号スト鋼 LH早暑暑 毬e dJJ詈電 覆Ol叶 .
1949嘔 Jtt LIユ El・ そ呻J ttOll月 電電電う1きトモ Ll・ユl電子」 甘

J堤曇ユ1嘔嘲Ollフト71・ 1曇 tき堤曇Ol電よだき教 尾よEl・ .Ll・t■ 6.25スト嘔Oll鋼

せ 号キ(特需)暑
=キ
電斗 せ01引 01ユニモ 711フ l二 せ 赳善 4All

鋼 早÷斗 Jせ朝 ♀0トフl暑 せ0卜 」4川じ‖鋼 エユl,春音 せ嘘 嗜
スト31・ 要妻引≪妻川4叫スト詈ユl劉 LlelストJ堤妻0〕 LI.社 Jユl口l樹だ曇
ユlも 1ストニAl号生 せア1二 うトユ フト1ストニ月 Ol・A10卜鋼 スト寸詈Oll嘲せ

早嗜(■°0)鋼 電早号 二〃1モ 利嘲鋼 ロトスl叶 モス‖己トユ
AJ7■むトユ 哄

EI。 (せ,生 ▲ ニ ユ J7■。14ス lテ せ Lll tlせ え 二 せ Ol■ 二 き卜叫
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詈 せ号ユニ 叫J電音 ■711せ嘲 Llさ‖Al七 引剣 Al舎う卜裂LI.二せ
LI・針 せ刻 りせせ 彎J詈書 彎ユOllAl‖ 1鎖 71Ll・ ユ」スlせ策冽し卜せ
Ollせせ餞01叫 OILI口 1と電 号到 31せ “電三"二月 魁暑斗 せ号 二
七 せせ二斗 嘔せヨヒ 呵スト暑 せユ讐 咀以El・.ユ司LI・ スト社ユl号 Oll

せ711ロモ モ利二Al“ユ咀"ユニバユlヨ lJ書 餞鎖■。社」暑 ¶スILI・
司二三暑 寸Jさトアl劇も‖ア1劇。トユ ニストトモ 斗イ♀l魁詈嘔巻,せ号
斗 嘔暑ユlせ711二 嘲釧与 0卜しl哄 El・ .
ユ呵Ll・ ユ31・ ユ呵詈ニ ユストフトJ嘔 嘔暑OllフトJフトフトせ Ll・ヨトフト「
フト省ュニ 嘔 Lキユト」3卜 魁電01ス |モ 。1♀善 フ}ニス1ス|せユ嘔 せJモ
夜OILl・.せせユlユl口 lモ フトニ電+鎖スlせ ユ 鋼口1ユl子刻,El嘲号
子哄二El・二「フト省ユニ 嘔 L・I己卜」咀 スト書詈91“ロト号"音 社せ。トモ
覆暑 01■音 覆OIEl・ .ユ 呵嘲音

=嗜
J0101電 711せ 0ト スト電+毀

音71・?

フトは 電暑Ollフレ せ 叶己トユlそ彎JOl舎■も卜711モ七 嘔善斗 嘔暑
嘔Oll嘲 11ユl{〕Oll嘔ロトLl・ ■1キ tよ 71・?

魁暑Olltt AJせきトモ 号嘘嘲ユlスト寸詈音 フトニスlモ 覆是 ■¶ユニ 叫

せ ストせ0;スレ|ユlモ司ニバ “ユ嘔"うトモ フlヨ暑 せニモ 教.Ol
・●A。1せ号音 リモ せElロトLI電モ音 せユ(唄哄きlせ嘔テ。1)料暑
嗜
=書
ユl咀月 日1=覆 Oll嘲せ Ll・スト社ユlせ

=(せ
暑 0卜J)OIJ甘

J斗 な。lせ号音 リモせ 号■ 01餞■.Ll・ニ ュニ刻 rLIttLl・」む}ユ
生じ1社 01♀ 0レ 1二 き卜El・ .

2。 LIユlせ号斗鋼 せ嗜
LI・ユ1せ号Ollじ‖せ せAJ暑 1986■ 10埴早■ 1988■ 3電フトス|ユ|フ |を
Ollユ冦 ♀甘AJユニAI LIユ;電子電ニ ユd舎ス1=dJ斗ユ|せ嗜
ユニ ギ・Jス|■ヨ鎖El・.d■ 21電ス121司せ暑 ■電 子甘ユ OIJ,
ユセ ストヨ斗号斗 号スト暑 甘嗜うトユ ♀己1詈音 り。|も1子社 せ 。1鎖
LI.Ol宋 社AJOl♀彎スl・ll LIじ卜嘲社 口‖♀ 社ス1せ 電子じ‖二31・ 号
るl■号■咀 嗜子J。 1嗜 甘せJOll電 む卜哺 Ll・モ せ号 ユ号ユl社号

斗 電せOllなせ
=口
l暑 二〃1711瑚 鎖LI.ユ嘔Ell早哄ユ叶二 LI二 Al

÷召■ 。1鎖嘘 項eJ号音 曾早ユ せ 各 社Jユl叶
=せ
01鎖■.

r叶
与 嘔暑。l視舎じl●l・.ユ己1月 モ ベ01ス 1£。」

LI・二 電暑ユ1電子スト咀 せ ストせユニA4せ号 スト書詈01魁暑書 毬呵
もトユ哄モ 嗅音,ユ己|ユ ユ 01♀二 せユ 啜与 項ユニ スト咀もトユ 啜



日韓社会科教育比較考 (その 1)

鎖El・.ユ司L.I電生91Lキ Oll Elせ じ1二〇ll月早じ1告 dJtt LI二EIュ

J今もトユ 鎖鍼Ll・ .。レlせ ユ択暑 LI LI号じ1ニユlユせ 01餞嘘 覆01

EIo J嘔 電せ Ll嘔舌音 二0卜A4咀ス1舎 社J是 ユ号音 ス1日1せ 嘔

tttOllAl日‖|卜七 攻Oll Eltl咀 Jlロト剋二 ■嘔 J考だキスト利。卜711010ト

フ1も1千餞EI.ユ司LI・ LIOllttti lキ■01スlllく単社J01せ。卜tiせユ1
鋼口|七 〇1も1せ+モ 鎖ス;せ,ユユl J7■音 叶 ストdユl■■Oll口 1手 01

電なユニ川 号♀せ+与 観餞EI.L十七 ロト告今音 二哺モ 舎 祖AJユl

dヨ Oll=せるレ1鋼も卜哺 二せ 嘔月 せせ J卜叫 せ01せ二鋼 スl口1011

せ711ロモ 川嘲暑 早ユニ フト社 せ スト寸ユl咀せユニ月,舎dJユlJ
74ュl口‖キOll吸与 せ号

^卜

書斗 ストJユl電」
=ス
ト」ユ1五感ユニ 丹

咀るトスl曾ユ嘔 せ瑚裂EIユ J・7■ttEleユ E‖モOll憲 社■01刹号せ

キ ユ●1可号音 フl。卜01社 AJOIせユ 哄モ Ll社音 せモむ卜哺 号咀寸

ユ,そ寸ユ,ユ号甘ユ,スト嘔呻ユ 号音 嗅嘔Olユ リモる卜呵 スト社
':

91モ詈音 咀月鎖じ卜.

号。l,告 dJユl号呵ユニ ストヨ斗Ll・ 号スト21キ電Oll省フトト哺 そ甘

J詈斗 月二 。10トフ1暑 峨El・.嘔善斗 冽ユl Ll・ニス1曾暑 ユJ31・ キ

¶斗電 今OllAl電暑ユ1奮甘ユ 寸Jユニ早Elモ ニ冽ニスlテせ 舎■

せ じ‖ニユ 711tt Ll・・ ll刻 電暑斗 嘔暑ユ1号寸JOllせせ 鋼モスト甘斗

=口
1=電モお‖ユ与 ユ詈斗 ユЧ詈 ユ せ舎ス131・ 工■Oll月 ストd到
ユldtt EJ彎むlダユAl■号■ユニ 手をきトモ攻音 ■34手モ せ号 スト

苦ユニAlユlJな斗電音 口‖音+フト鎖餞EI.
二,せ号Ollハ1冽 4電モユ|ユ合音 賛0卜Al嘲利ユ|ユニ咀 早01暑
スl■ユニ さ卜01ユEl電暑斗 せ7114暑 スト■音 せモ。トユ 号咽 フlJ

せ01Ll・ せモ■Oll二 獄鎖EI.ユ司Ll・ 電利二 ■01■Ll可 ■書 普ιト

せ覆是 。卜早じl付暑 スト毯Olしトユ是Oll月二 魁暑91里舎音 せ4せキ

鎖以El・七 覆。1鎖 EI.

せ詈 モスト針 せストニ ユフ1量 電・Jエスl Ll=Ollモ 電暑Ollモ斗暑 社
せる‖子鎖Ll・七 せ号スト甘暑ユl号ス1針 ユ教音 スト4るトス1嗜モ 嘔暑Oll

Elせ せじトオ音
=二
〃lスl曾
=キ
餞鎖叶.

せ毬 電Ll tl号 ユストl電せ Jせ音 電増きトフ1刹せ 各 社J■ Oll

月ユlJせ ,各 社Jユl早咀斗 替01を ス1■ OIL・I叫叫■Ollバ せ号
可穏ユl咀暑餞モ,ユニlユ ユ LI早社 ユ舎音 牲電お卜Jユ 嗅ニ ユニ

ユ Ll咀 フト嘲己卜暑 ニユ 嘔う}刻 子製モ ニニユl社ストOl1711月 号嗜 Oll

鋼 スl号°J囃曇ス‖せ 日1鎖EI.電き卜20二〇llフト71・ 1〕 ■Oll舎 社J斗 呵

せ■Oll城七 工せ口,卜 Oll川 社せ 生子詈 月二 しトキ■ 月二31J4
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音 三暑観El・。O131・ せOlせ子Oll月ユl JttOll月 日‖せ覆=型
+餞01

瞥ユLI・ 号む1可ア|バモ 手 フトスlユl斗瑚暑 利ス|せ El・。

3。せ号暑 社■,電暑暑 呻J
嗅 嘔列ユl斗利モ せ号音 せスl受むトユ 魁暑音 せせ+餞 El・モ 覆01
EIo El・ 71・ロト坐とイ ユ暑

=嘲
エニ ユLl嘔暑01叫刻31・ d己卜針 電電

tlせ711011哄啜EIti項 {讐 替 せ■月 誠t]攻。l叶.劉《lせ舌毬 フト
。トユl♀■Oll鋼。1電暑 月フl・llフ l号毬 嘔LI・ユl電暑早フトモス‖もトス|

曾策EIモ 覆音 音。13冦 Oll NHK生瑚せ二 曾刻量 暑二 嗜ス1曾暑オ .

ユ呵Ll・ 。l司せ せ刻モ ユ嘲 巻010卜Ll己卜せ号Oll州鋼 01■ OllAl号

なせ 薇是 剌 2スト川刻 El社 キユl嘔善 7。0瑚ユl早
=斗
6.25スト嘔ユl

せ刻Oll。 ;ニア171・スl赳暑到 呵ストモ せせニユ早司ユ1ス l電書 早スl。ト

ニ月七 ユJ省 +71餞薔 項01叶.可詈 骨咀 叶号 3人Ollせせ 魁
Ollじ‖う卜呵 ♀己1詈是 呵二■ニユ せユ 鎖EIュ せ管キ 摯書71・ .

李純臣   (Ol舎社)
安重根   (せそモ)
柳寛順   (♀せ舎)
暑スlユl号ストト嘔 キ子LI Ol号暑 せユ 銀音 嗅OILl・ .

号き101金deイ 号型ュニ ニュニロl● 1嘲■ス|ユ|モLl暑 4ユトせ せ
モユニ月 ■04二 号寸ユ■ ストJ斗号OIHモ フトニ電 製OIEI.

せ,モ号ユl呵 (文録の 役)01せ号OllAl嘔社釧せO13トユ 嘔電01ス |モ
Ol♀

=手
子tトモ +電書 OIElせフト.。 1舎社鋼 号せ01キニ暑 ス1フ |テ

バ舎雪斗 嘔電Llモ EI二〇ll利鋼月 以劇 モ早せ二〇llユ詈せ・Jせ

モユニ月 せ号Oll月 フトを モ零Jユ 餞モ スト音。lJ冽号dユlユリ。1
二対OllせJヨ叫 咀今■社ユlせJOI J01鎖モ ユl口 l暑 詈モ キ嗜暑

啜モフト.ニユニロlモOlせ二暑 電ロトL.l・ エト■lきトユ スト寸詈音 せ号お卜鎖

ヒフト叫ユニ ユニフト■Ol魁暑ユニ 嘔tJ■ スト寸詈01子スト甘Olし}
ニア|ユl嘲エフトJOl電ロトLl・ 電モモ斗暑 な二むトモ 呵せ=な

嗜 毀嘘

フト号可 ■るトモ キ増Ol以鎖嘔フト。J子■ 嗜暑 ユニフトJ電せ二鋼

二〇41せ咀Oll刻 せJを スト」
=0ト
モ 嘔暑鋼 ユストニ 呵スト彎ストニ 冽

鋼 餞tョ ■O10卜」フト.



日韓社会科教育比較考 (その 1)

4.せ刊 ユ号斗 Ol■ 0:暑哺列 以J月鋼 電暑暑?

せそモ鋼 電子モ Ol呵せフト?電暑OllAlモ 0!号 u■モユl管せストニ月 咀

詈ロヒ 電二〇llユスlモ ・78♀フト嗜スlせ書フト.せ号Oll月七 社司 叶ニ
El・.せ号モ暑「祖寸鋼 毯モ」咀「二Elせ号 暑7■」ヨ J嘔音 田‖贅モ
「咀号鋼・J=」ユニ月 。lをd斗 J普叫 モ7Jョュ 毀モ スト寸Ol叶 .
嘔t〕Ollパ フトを せ呵月 以スl曾(≡教Ol l卜せく

=010卜
」フト?ユ Jt■ 15

劉鋼 JL■ Ol嘔月二 01●l・ 。キ■(電ス‖ユ101●キ可ストLliキユl社社)釧

彎Jユニ月
r三
.一 号咽
=号
J鋼 社手Oll Al月 早Jき卜哄EI.ユ31ユ

刻工瑚01ユモ音 せユ嘔月二 J号 子け音 詈おlスl曾ユ 17劉 Oll号スト
嘔瑚 ユJユlユサ咀 社せOllモ せ嘲せ 早スl号 Al・スlせ 号咽アIJせOl

d」ヨq ttEl・ .01号可 フlJせ暑 せ号ユl呵スレ}971書Oll是己l
■01祖スlヨユ 鎖El・ .ユ そOllAl二 〇1金社鋼 号■01叶 モ嘲Olキユl
電暑到 鋼せ エトJ31・ ●lAJユ項音 4寸。レ1鋼 |‖ ユモ スト寸詈01電

号ユ嘔む卜刻 Ol。1■二号 スト■OILl・ ストユフト電詈嘲ユlユ■Olしキタロ1♀
ユl嘔さ卜刻 せ詈呵社 せ望■ユl電せユニ ス‖嘔司ユ 毀じ卜.

せ号モ釧 ■■せ せ。l社ス1せユ1°JttOll鎖叶.。 1針 せ書 。l士d,
せそモ,♀せ金 3人ユI J013トモ71号■ 書

=日
1■ 01ヨ与 °4ストヒ

ニEIせ利;卜刻 号咀寸ユ,そ彎ユユ!号 01嗜 スト鋼叶 号ストlユ斗月Oll

刻ス‖ヨ呵 戴叶.(せ号■ スト●lモ 号咀t■ユ 3甘嘔早司 ス;■日叫 ユ斗

月二 電暑斗 日1夫む卜El・。1,2彎嘔書 Jせ斗号,そ彎ユOllニ ストJ斗号
Ol毀ti項〈≡電tlヨキロト11フレ101スlせ 203竜キ■Oll月 ら子ストフト号3Jう卜叫

号■ ユ斗月OIEl・.ユニlユ せ号鋼 寸ユ瑚二LI aWLttAlフトキ電鋼 」じ‖
Ollじ‖お1月モ 嘔ニ アl朝 Oll生ア‖せEl・ .)号咽 フlJせ

=キ
甘哺Jユl

ユ生。|ユ ニ早ユLI早二71奎ストLl・ ストJttOll刻 ストd号ユ†°4スト暑 電
電う1子モ せ生0レ l二 む卜L16。 8電 15電e号咽 フ;嘔嘔嘔Ell El号電01
号咀音 寸も卜J嘔電きトモ せ生0レ l二 う卜叶.せ ,電暑鋼 翻Jヨストフト
●卜与 ユニ叫JOl嗜 せせスl二可モ 詈呵71モ 魁01餞七 な生0レ lニ

せ 覆01EI.。 1利 月早OllAl生71■ 号彎AJ01せ 電モユ|口17Jol二ol

フ1ス 1■せ 覆01EI.LI・七 01司 tl覆葉妻だき世4せElロトEl・ スト社ユlキス1
甘音 早ユ咽刻 J考おトユ,71・。レトニ月ユlスト7_lol早今せ音 せJ。レ|
嗜音キ 餞鎖LI.詈暑 呵スト■ スト」劇 さ‖Jtt Ll・己卜Oll EトトLI二 LI.

ュ司LI Ol劉 スト甘暑 7■ストニ早 魁暑ユl祖寸さ‖嘲せOllストモ 項。lユ
ユ 呵スト■ スト」音 ♀己l詈

=早
■せキ 餞EI.JttLIせ号8101■ Ol

詈是 キ子Ll・ 彎ユOll村 OIJせ 咀詈豊 号お1月 魁暑ユl祖守到 Elう 1
日‖♀七 ■01El・ .魁暑 01■Ol暑斗ユ〕スト01・ll銀■ 番暑 4LIユ 喘Oll
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せきレ1嗜音キ 餞モ 項。l EI。 ユJLl・ せ毬ユニモ 号咽 ア1哺せOl1 2-

3鋼 甘モう卜q tt dAJせユl告彎J斗 嘲斗暑 71詈おトユ 鎖モ 号せ
二叶是 ユlモ 01 AJフ 1モ 択モ 詈せキ 餞餞El・.ユ覆是 電暑010卜」 せ

号ユl朝 401詈到 せ。1月 OILl・.ユ ユlモ音 嘔針も1咀Jせ 覆暑 LI=
スト」斗 せ敷

=Ll鎖
EI.

5。せ千鋼 二司書 善

刹ユlスト社是 詈嘔 電冦Oll電子OllAl川音ニ ア}モ ニ号Oll詈是 呵 早

モ ■是 剌オ剣Alせ4せ 項OIEl・。Ol二 覆01Ll・ 電暑 せ●l・ユlせ詈

せOILI.

せや llバ
r二己1モ 善」OILI r号手鋼 子叫J0101咀 01詈到刻 嘔フレト

鎖EIユ 吾ユ 鎖鎖モ嘲,Ol電二咀告書 番敷叶.号おlr二己‖モ 善」

是 嘔暑斗 告せ スレ1暑 71鋼 替01●トユ 啜鎖El・.三 Ll・

=2を
ユlスト

社(暑モ 替二)音 ニアlロトせEI.工嘔可モ ニ己‖モ 普Oll dじ|,ユ己lユ

執嘔Ollモ 詈。レ131せ詈ユl嘔寸工.01覆暑 電暑ユ150=斗 子子せ可
う1は ■EI.暑嗜 号嘔叶ユ・J彎ス|・l10卜01詈 Olフトス1ユ ニモ(日 1♀モ)

教OIEl・ .Ll・七 Ol攻堤曇嘲社ユlフト■ {]壻蟄せ子 ■Oll月 せ4つ員Ll・.せ

是 教。l Al音ユl晏嘲 叫LI■せOll鎖モ 月■Oll月二 せ口1ヨユ 跛鎖Ll・

.ユテOllAl七 電善→ Wせ●I・ スlじ lニ ユ嘲ニユlユ¶■Olモスト嗜 せ

詈二 J卜J。1月 社嘔■01鎮餞叶。月早Oll月ユl電子ユl二 。卜LIユ|口 1

■OIEl・ .Ll・七 〇1詈音 月■OILl・ モリ子 ■Oll月 せ4う卜I「l口1♀ 書書

せ フ1薔 Oll繊卜狽嗜.甘ユOllバヒ 電せOl電ロトLI LI薔 71・暑 u‖♀ユ,電

せ Jせ Oll月七 嘔暑 覆ユニ せ号 剌鋼月 以モ JOIEl・ .ユ裂二 電子

せ 号甘J。 101二J二 せユ 鎖鎖セス1替 ユニ裂スlせ,■ 04二 Llフト

引ス1せ 二己1モ 善OILI ttLl号 電暑 せ斗じトユ せユ 鎖モ 早二与 ■

EI.各 社J二 〇lMモ 0卜l餞EI.

二Ll剌 せ号ユl。卜。〕詈Oll刻モ 」暑01早哄咀フト?ユニlユ 電暑ユ10卜・ |

詈嘲 哄01月 せ号01己トモ 教暑 早哄咀フト?Olユlモ音 手モ 電Jモ 甘

Jユ1嗜嘔今Oll鎖鎖El・ .

6。寸J鋼 書(答)斗 Ll鋼 書(答)
r曾ュ 哄舎Ll叶.キスl瞥暑 教Olスl■0手嘔 El・八lも 1月七 せ電教¶
Ll嗜 .」

r電暑ュlモ斗LIせ晉Ol望川 餞モ 嗅eせ号暑せO10卜JLl
Ll・。ユ覆
=q暉
刻 J7■うトモフト与せ号ストせ詈→モ瑚 嗜しl El・ .スト型

Olせせき10卜 せ 項°JしlEl・ .」



日韓社会科教育比較考 (その 1)

01項Olバ手鋼 電モOll嘲せ 彎AJユl“せ嘔"。 I LI・.LI七 司ニユ;嗜嘔
Ollモ Ll・・ JOI己トユ J4●卜嘔月ニ キスト鋼 鋼4011モ せせ哄EI。

ユ嘔嘲 ユl鋼ユ 告 dJOI「ユ嘲二 電しIEl・ .口1♀ 幸暑 せ嘔¶LIEl・ .」
已トユ せ号鋼 せ書 う1手Jせ景是 替■013トユ 咀■せ 鋼Ol同 月二
鋼 モ刻J=ス1■ せキ 鎖モ 覆010卜 せ二 せ号斗 電暑Ol「フト省ユニ
フト71・是 Ll・己卜」フトJ七 401LIιトユ 嘔暑。1叫 せ詈二 せも‖子鎖EI.叶

七 者号城EI.ユじlユ 01甘AJ斗 舎 dJ鋼 せOltt Ll・ユlユlモ Oll嘲せ
“嗜"音 せ4毀嗜.J呻ユlスト」音 咀Jさトユ ユ せ景斗 可じlJ=音 キ
劉詈Oll刻 ユ己‖二尋 フトニ月 Llフトモ 嘔。01教。l「フト省ユニ アl・ 7トモ

Ll・じ卜」フトJフ l劇む‖嘔暑Olさ 10卜せ 杖 せ刻Olじ卜.ユ 3・lLl・ ユ項是 ヨ|

せOll Elせ せ
=理
項可 スILl・ス1瞥モEl・.モ利モ ユ 鋼嘲川 01■刻

嘲せ音 む‖Ll・・7■ 覆咀フト。I El・.ユ。1暑 半暑坐ユ せせLI嘔 ■早フトスト斗
うトユ ユ斗月フトJ卜JLlじトニ フトは

rフ
トイモ 叶己卜」Oll月 Jせ。トセ スト寸斗

スト寸スト。1011鎖モ 晋是 可鋼スlス1書音 項ユニ J7■ ttLl・ .ユ斗Al ttOll

哄モ 嘔暑 日|せ斗 Jせ今ユl嘔暑モ●I・ユ1号可Al魁暑ユl赳せ到 舌子

毬せ号ユ10卜01詈。フトを フl・7トモ 叶じ卜叫ユlせ 711暑 嗜ス1暑 鋼せ スlJユ

5己ノЧl士 詈モ 91号。ltえモ 嘔暑ユ10卜Ol詈 .。 11旦 4よ。1711“学ヨt,ミ1月

二七
rtt LI己
卜」二 刻今 電覆01叶.ユ呵電 子哄Ol理ユせ71・?

月二εl“電ス1"Oll“月二 日1♀二 月ニ フトニ月 子モ 魁"魁 覆。lLl・ .ユ

可フl鋼。1月七 。lも1(利害)せ711ユ 晋司EI・」 ■スIL.17J剌鋼 対■Oll月

フト0卜し1ユ ,ス1二是 ス1嘲暑 J01月フトモ 嗜号ユl毬暑01LI・ 0卜 01詈 0;

4電 “01。1(理解)せキ 鎖与"ア 1ヨ号 電ロトLIせ詈 キ鎖モフト。01攻 Ol

「フト省ユニ フトオモ LI・ 3卜」ユlこ 401司 Llフトせ号可月 日‖モ ニ む卜LIユ l

,ユニ1ユ フトを 号■せ 斗瑚Ol呵 号ス|・ll甘J叫ユ1朝 J音 号う1月 11

ストく101うと0卜 出ヽ“弩よ"Rl ζtOIEl・ .音う111月当,LI・ |キ “弩よ"Ollユ14囃キだ彗

社リスレlJモ 可■0:El・。El・スlス‖二eせ寸音 暑ス1011ニユ せキ 哄
弩曇択だ曇J卜己卜可

rフ
ト71・ 1き Ll・じ卜」Ollユl刻 1■主ユ≪肇ロト者tlEI.
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42 馬 居 政 幸・夫 伯・ヂ 汝 晩

“生活人"ユニ月意味叫思考二早J鋼 再構成音
―ス1ニモ人間開係形成音鋼む}Ol―

馬居政幸著
夫伯,テ 汝晩課

4工 晋せ音スレlヒ 毬暑魁■.
音012冦 ,LI七 彎J斗 甘刻 せ号音 オモ峨EI.目的書 知人咀 舎ス‖キ

社JOl勤務お卜を 嘲社スlユ電そ甘ユ針 舎 dJ鋼 二J7L咀 号子 ストJ嘲
彎斗ユl交流.■号うトモ せ 0卜J,Ll・ユ。卜号せ¶ JAL=じ171鋼む卜呵
Al音ユ17J工 号■Oll到着せ ♀己1詈

=フ
lLl・ユ|ユ 以銀嘔 項暑 スト号 生

寺音 せ Holスト銀EI。

寸J詈斗 4ユlを書 二じ1二 J肴瑚餞EI.15望せ フト。1二 Jせ音 せ

月音Ollせユ ■モ 利戌|モ “Ol嘔 嘔書 対
=鎖
モ 電OIEI"己卜J普己卜嘔バ

ニAJ生咽刻 社二う‖子鎖EI.Ll・二 せ号 せモ01 EI嗅 嘔列鎮ス|せ ,対=
4七 経験Ol鎖 EI・。号嗜ユニ サう卜七 呵▲今Olltt Ol刻 嗜71・ス1嘔 01嗽嘘

魁音 叫詈4う卜刻 せうトユ 鎖嘘 彎J詈二 せ詈音 〃1餞暑 テ・Jtt Elモ

刻 Jl・ml嘔スト鋼 ストOl暑 Jl■ユ 剌スl鋼 引暑 Llづ費El・ .おレlせ 嘔ストフト

スlフlユ 吸鎖嘘 景書・J子暑Ol餞ユ3号せせ書 号d斗 替獣El・ .剌戌;針ユl
ス‖J詈 約束うトユ,■ニア1011嗜告吸Ll・.ユ嘔嘲,せ号ユニ せ0卜 音己ト
な斗 号ス1011社せ 甘 7スl NⅢ TV(望司■1社 )キ401レЧ暑 アl呵 01鎖モ

せ咀Ol上演城EI・。(電善ユlス|を斗 ■ニユl二号Ollテスl嗜二号 むトフ|

鋼せ JALユlバ Hl生咀ス|,子咽号子 せLlキ せ
●J)モ
=フ
1せ Oll月 毬
=

呵■Ol二号ストOll刻 妥El・せ音 子ユ 鎖モ 咀Oll,可 嘔0卜・ l暑 せユ 獣モ
Ol可じ1ユ ニ01モ 呵■0;音ユ毀モ ■咀◆01刻 せ ユリOll月 暑 XBSユ|

キ生斗 替e映像。1鎖 El・ .
せスl,せ詈ニモ 咀スト■二喘Ollせ+載与 LI二Al七,ユl口|せ・J咀剌
ニユ スlLI狽鎖EI.ユ教OI GLILF祖J音 劇も‖川 せ号モユlキ各フレト離陸

せ E13Jう 1■ 儀式斗 嘔スト暑 社舎るトモ フト号斗鋼 離別な嘔。1哄嘘 覆音

NHKO卜 Ll・t月 91号生じl二 せ獣EI.刻 El・フト,ユ +舎フレト♀じ1暑O14嘔

社Ol1 7J二号せ音 甘う卜J Ll・ユ0卜 号サ音 出嚢事 1,電ニア131せモOllバ

善 スト刹嘲鋼 +舎フl針 同型。l鎖嗜モ 夜二 せ0卜対啜Ll・.号せユl嗜スト・
フl嘲ユlキと,ユ咽Ollバ鋼 キと,Ll・ュ0ト アlスl釧 キ告フ1001開係詈
嘔せせOll El・己卜・

LI鋼 フト合Ollモ “。卜0卜,二 咀フト"むトモ J考斗 甘刻 ユ

嘔社Oll鎖鎖咀 昔昔せ 組瞼Ol瑚せ0卜 城Ll・ .

1。



日韓社会科教育比較考 (その 1)

電暑暑 ♀己l詈到 籠牲ユニ 番ユむ}4
LI・モ 昭和 61■ (1986嘔 )■電Ollス |ニユオ 電 “青年目 船"鋼 をスト

ニ月 対
=ュ
三 せ号(早せ)音 せモ峨El・。中國ユl青島市 せモキ鋼 寄

港音鋼む卜J冽♀ 電彎 。l嘔→ 帯在鎮ス1せ せ二斗 ユ ■Ol1 01014電
二己トユ うトヒ フトせ フト升モ LI・じ卜Ollストモ “スト寸斗 スト書 スト。l"Oll鎖薔

晋Ol電ロトLI嘲♀フlJ与 覆咀71=二4キ 鎖鎖嘔 J号せ 旅行Ol餞
El・.号ll,早せ鋼 UNユス1011月 詈

=El・=せ
ユ1嗜書 Ll・鋼 ストJ(斗

■)せ音 半己l刻 壱詈呵 キ致LI.

“哺フl七 6。 25号せEl,せ号音 二31・ 子Jユ 裁El・フトストリせ 是咀ユ|ユ
スl°Jしl●l・.珂テOll月毀モ 号フl暑 Ll・己卜鋼 スト書詈

°
JしIEl・.電暑暑 ユスl

せ毀鎖合しl叶。電暑Olユニ 成長音 せ +毀戚嘔 教=♀
ユ1暑ユlヨ

JOl鎖鎖アl Elモ¶LIEI."暑 °4報嘔 叫Jユlせ01以 EI.LIOll刻七 号
嘔さlせ魁 者■音 フト社 暑O10卜」 50刑 4キユl=キせ せ号鋼 哺J
ユニ J考JttEI・ .ユJLl,号せ・J生 ♀■到 4寸斗 替暑 ユ嗜ユニ
アlJせ電せ音 贅0ト ユス|ストOl号 村合ス1嗜ユ バAJ71己1モ 電モ鋼 毬
書01ユl二台音 ニユ ユ EI J7■

=せ
。レlせユモ 4嘔 キ 餞餞嘘

覆咀71?ユ 号生じ|モ ニ
=峨
スlせ 嘔むトユ モ■うトモ 長せ 音■Ol哄■.

ユ31嗜,■七 月
=Ollモ
ユJユlせ鋼 ユl口 1暑 理解せ キ 餞鎖■.Ll・

ストdユlせ号 社Jせ斗ヒ J早二 曹敷フl Elモ。1餞EI.嘲フト理解うトユ

鎖モ せ号社JOlじトモ 歴史的 スト」書 ユ■Oll刻モ モストレl曾策EI己ト

ユ 嗜うトモ 毬01J警せス1ニ ユニ裂EI.
Ll・ Oll刻 餞01Alせ号社Je,社會主義,共産主義Oll署71せ 号斗咀咀
号斗号,生嘔モOll刻 支持せ餓嘘 朝鮮民主主義人民共和國斗,自由主

義,資本主義Oll署71せ 美國音 号■ユニ おトモ 聯合軍Oll刻 支持せ致嘘

大韓民國Ol号鋼 38三社音 7J刻二 せ 戦争.号電ユl是嘔斗 せ刻,生

咀斗 口l号 Olじトユ むトモ 早ア191二を嘲号Ollユ lも1刻 2Al・ 嘲社キヨ “劉
711電月怪妻4■スl{≡ 以キ1計"Ol●卜tiス l・31口1401鎖 El・ .

二せ 日本戦後史鋼 号電二七,014■音 社キニ も卜哺 美軍鋼 電暑 占

領電叫Ol嘔■ヨ餞■l.生刹 “呵ユ▲"二 春■ロセ スlE1011詈¶さ卜J
ユ せ■Ol哺モユlせ嘲今Ollバ 電スl毬 自衛隊ユl社社咀 警察豫備隊ニ

ヨ可社El・ .

Elじ卜J O1 4■
=刻
フl二 じ101せ 自衛隊暑 憲法違反ユニ ストじl口 1月 ,

反職平和暑 子な。卜讐 セストフト書Ll・ .ユ尊ス1せ,せ号スト寸詈音 子む卜J
71・スlせ獣叶ユ う卜を 時鶏朝 日本鋼 戦後史暑 モモ せ音 LI七 せせ

401観以EI・ .
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44 馬 居 政 幸・大 伯・ヂ 汝 晩

ュ司L.Iュ■Oll刻 鎖■ Ol朴告書,1950」 6電 25魁 ,北ユニ早司ユl
戦車フト38三社音 」暑 教ユニ早Jス|■■01,3∞せnJ鋼 人命斗 人口
鋼 4喘きユ1 1011 tl嗜も卜t,1000せだきJモ スト寸だ豪鋼 フト蝙争O10141●卜t■ ●l
J音 ス|ニユ,韓國01“号フト鋼 モリ

=4ユ
al・せ 内戦"01鎖■.llN軍

ユニ月,管フトせ Ll・じ卜鋼 スト寸詈書,スレl鋼 司AJ音 詈ニス;嗜ユ ニ31・

そ 思人.電暑是 呵J音 ス|ニス1せユ Ч号せ 7J瑚■ 0:04=フ lせユ
ニ 高度成長ユニユl電音 せJユニ うlAl詈■き卜刻 宅 叶己卜01El・ .
El♀アlユJユl鋼二七,日本01 11NttOll管 71・う10卜せ 峨El・ユ 。トモ 覆
是 0卜」覆OIEI.日本91再軍備暑 フトせ 4電き卜刻 非難も‖モ 覆0〕 せ
号スト甘詈OIEI.早Jむ卜刻 墓地暑 型モ 嘔暑ユl毬書Ol詈音 ニユ,日本
ユl晉ユフトキ子詈 二lJユニ 。卜JЧ号せ 覆咀オ号 スト7■●レlテうトモ
項可 Elせ 善ニニ早EI L卜せ 哄Ol己トユ AJ7■せEl・ .

せス101針・7」olュ呵ユlせユl'l口 l暑 司0卜電 キ 鎖刻 磋 項暑 ユ 手
ユ1嘔 .ュElモ 可己レト書せムJtt Elせせ せ01載哄El・.毬 313卜咀 占
領下Oll鎖モ 敗戦日本Ol llNttOll替 フトせ キ 鎮音 。l♀フト観跛LIユ 反

諭(癖明?),電暑呵 不和主義暑 子をう‖。卜せ 毀鎖モスlニ ユニ裂LI.

ユJLI工せ今音 工|も1月 司戚嘘 ユJ鋼 J7■音 01電 モニ〕暑 スl詈ニ
嗜モ フト電キフト餞叶.ユ 鋼口l・ll月 ,ユ呵鋼 歴史解澤01哺暉モ,ユJ
ユlせe Ll・ユl韓回戦争胡OILI・ 牛島Ollせユ 鎖セ スト寸号刺 Elせ せ

■,刻 El・フトユ 前提ユl融會(科學)認識鋼 Alじ191モ刻暑 列嗜刻 も1

子哄EI.

3. 号呵せ 可AJ鋼 せOl月 ‖1書 嗅
♀dむ卜LI・モ 韓回戦争ユl把握方式.祗倉主義針 資本主義己トユきトモ 饉
制間ユl封立ユニ月 スl・31口14時鮎Ol,電ロト嗜 社JLlフトJ鎖嘘 牛島
ユlスト書詈鋼 Jせ劉刻詈 無説せ 択 。1鎖モフト。0131・替暑 認識暑 祗含
主義,資本主義 可二 嗜■Oll ttEIき‖二,二 客期的Olユ 精密せ 論理

構成01嘔 電キ号,韓回戦争特需暑 浮揚カユニ 東西冷戦ユ1スト0:Ol同

高度経済成長音 フト号う卜刻 せ 日本01己トユ もトモ 号フト91暑今ユlスト司Oll

月 Jせうトモ Ll・ 自身ユl現状(位置)音 ■嗜斗うトモ 歴史,証會認識ユ
ニ月ユl雪せ音 El・うトフl(01■ 01。 l嘲音ニア|ユlユl口 l)工‖モOI El・ .

モ刻七 社J鋼 毯咀二 ■けAJ二 0卜 LIEl・.1950嘔 せせ二〇ll月 電Jせ
社■ユlユl口 l号 ユト嗜せ L1011,ユJせユI Hlキ Oll哄七 戦火ニ ユトJ磋
ストす詈31Jせ二Alユl鋼口l針,ユ 5嘔社 社■Ollユlせ

'卜
J二早J早

=せ
キ 鎖餞嘘 嘔暑電二〇llストモ スト寸詈31Jせ二月ユ121口 1暑 比較,

閥連製七EItt Ol電 オ.



日韓社会科教育比較考 (その 1)

二 Ol択
=韓
回戦争Ol叶 戦後史巻せ 。卜Ll己卜,古代01喜1せ二針 嘔ニ

Ollストセ スけ 詈鋼 相互開係暑 “生活人ユニ月■ 意味"己トモ スl電ユニ

早El把握韓換管 理■71鎖
=音
スlストも}ユ 哄ulュ J7■せEl・ .

二 El・是 さ卜LIヒ 杜會認識方法ユi限界.

杜會主義,資本主義 呵二 項。l咀 髄制鋼 本目違Oll歴史的 祗會事象ユ|

咀J音 せ毬さトモ 寸咽ユニ月ユ〕社J暑 ストせユ1号台者 田1蛾ュ J普=コトJせ EIユ うトモ Jせ嘔ユlせJ音 看lllる卜与 項.刻 El・フト01項暑 客観

性,普遍性音 そスl●トモ 科學的 方法ユ;キ金音 喘モ せOll ttOl月 ,コ |せ

キ 獣ヒ 限界己トユ ぜ考せEl・ .

科學的 祗會認識鋼 せ唱音 キ子うトモ せ,社 JOll鋼 せ ユトJ暑 +す■
ユニせ LIじ卜Jユ裂ユl毬咀OILl・ °J寸音 寸ユ1■ ,モ己1■ユニ 」・JOl
フト号。1二 ,74夕 1011バ 離散せ スト書詈ユl AJ4スト利暑 工電せ キモ 観

El・.ユ覆暑 口1甘己|■ Olユ ,号キ■,フ‖嘔■咀 攻。社早ユユl今
=Oll嘲

せ 舎晉音,敵音 脅。l七 り号可二 せ0卜 L.I・フトモ
=ノ
|ユニ 嘔せ +観

ヒ 覆。1人間.科學ユl七ユニ 善 キ 哄讐攻暑 ,嘔■せ スト|■ せせ
。卜Oll村 引せ キ 鎖モ EI嗜せ 選繹項目斗 ユ 條件,書e意思決定21
確率論的 ■せOlス1フ 1フトl選揮主催 ユ♀鋼 合晉01叶 暑ニユ1401モ
0卜 LILl・ .

号°4せ 劇弓ユl思考理解モ 科學的 咀Jユlモ利フト。卜」 L.I自身ユl他

者理解ユ1401ユlモ利。l叶.斗彎■ ストJ咀倒=ユ
覆音 嘔ロトレ1鋼せ

0卜 Ll・ユlキせ嘔ス1嘔■ 社早与 。卜LI El・ .せ呻 d早二Jストl口ldEl・嘔,
ユ覆 スト剌71・ 他者ユ101●1暑 H■さトトモ ユ咀Ol電 製OILl.

ユ31ユ Ll・二月七 “ストJ詈 せEl・"ユ う卜■ 択=,霊
二l“Jせ咀ユニバ

ユlユlll"針 01“Jせ咀鋼 思考"ユ101も 17卜 せ望■OlttEl・。ストJユl甘
己l■ ,旦嘔■ Olう 1モ 電子ストユl号■01ユ ,Jせ咀Oll刻七 う卜LIユ1電旦Oll

ス
lLl・
ス1鎌アlE‖モ01Ll・ .
ユ司Llモ瑚七 叫フlAl早可 スl寸毬El。 01対電 スl■せ 叶 自身暑 OIEl

イスl嗜 “ニモ 寺"01嘔Al“意味
=早
哺。トモ 寺"Oll ttEI.せ号社■

OI Ll・ 斗431せ二31嘔ニユlせ711011 Elせ “認識主胆"0〕スlせ,ユ 今剣
月 “せユ鎖モ 主髄"モ 0卜 Ll■ .ユJLl・ 詈嘔 2電 LIユ 0卜 号嗜音 せ

せ ■ニアl・ll月■ 7J電鋼 鋼口l七 せ敷叶.

早小 ll月 号呵せ 呵JユlせOll嘲せ bl鋼 せAJ暑 ,01ElイスlLI・ Ll・ スト型
ユl祗會把握方式ユlモ利鎮El・.ユ苺ス|せ せ嗜 7J工号せ音 スlフlヒ 嘔
スト■ 0卜 Ol暑 せ暑 哺JLlフト替=電

子音 せ叶嘔 LIモ 01■刻 Elせ吸

音オ.
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嘔暑二 派遣(派兵)せ El・ユ せせLl・嘔 014鋼 侵略Oll署71せ 二EI暑 憂

慮鋼 せ。1ス1せ,■ユニ 平和主義詈 子はせEI嘔 工El・ス1魁善是 ♀己1

号 呵Jユニ せモ71・ う卜■ 日|せユlせ01署 0卜音スlニ ユニ裂El・ .
早哄二El・二 嘔暑O10卜」 け社暑 01暉刻 せ 覆嘔フト。Ol電♀ 嘲せ

=?

4. 脱 OIJ番ニアl■ 意味
」二dJ暑 ♀せ■ スト401。卜しlLI.腕01嘲音ニフl時代工‖モ嘲 J社教
ユ フトせ嘲Al電暑Oll刻 詈書哄暑 フ‖嘔 GNP劉 7111鋼 ,世界 富ユ115%暑
フト社 経済大國ユニ月 世界鋼 再秩序化号 劇う‖早哄音 せ 項咀フト.

東西封立鋼 スト・ 1011月 口l子Ollユ lそう卜J自國鋼 貧困音 Ol♀二 経済的
利盆音 手子う卜嘘 de呻城El・ .
腕Ol嘲音ニアlユl時代己トユ うトモ 覆書,利刻フトOl嘲音三フl鋼 東縛ユニ

早J解放JOl,理想祗會71・ 電電宅 覆書 0卜 LIEl・.せス|,フ ;モユl。 1嘲
音ニアlニモ 秩序暑 維持せ キ 餞刻毬 裂音 鋼口lもトモ 覆Ollス 1嗜スl鎌
七El・ .Ol口 I El・しlり 」号Oll鋼う11960嘔嘲Ol1 01嘲音ニィ131号嘔斗 雨

髄制鋼 攻無理論01刻フl■哄叶.

共産主義LI資本主義己トユ う卜を Ol嘲音ニアl Lld,科學(せ 二珂31反

證71号せ piecemeal science)せ Ol人類鋼 口1●1暑 子今せEl・七 〇1暑01

El・.ュJLI OIJせ 斗呻せユlユ旱モ llN墓地Ol同ユlせ二 暑電せ J卜 ,

斗彎Oll嘲せ 祖せ 二せ む卜LIユ101嘲音ニフレト■Ll・ .

咀を書 川刻叫 ストJ詈 “鎖モ ユEl二 "フト0卜」 舎せOILl dせ 二七

斗t■ OILl・ ■lモ号■ “概念装置"己トユ むトモ 剋二号 号。レl嗜二月モ

認識せ キ 餞El・ .

エトトAl剋ニユl号早Ollユ lも1早せさ1嘔 al・き卜を ■01嘔をユ1祗會認識
ユl号JOIEI.ユ尊フI ElモOll(1)多様性音 早電。卜哺 軍―ユl世界観
ユニ 号せせ 覆咀71・,(2)多様性音 祖到二 個性的咀 認識

=号
Jせ

哄咀フトフト,ストJ咀 Jユlユ号鋼 フトを そユせ 斗刻フト量Ll・.ユニlユ 斗

キユl(1)釧 ¶■01劉刻針 スト■ユlス l口1号 詈■21・ユ 嘲咽せLl ol嘲

音ニアレ}じ104せ LI。 01嘲音ニア!己トユ きトモ 項モ EllロトユユLIユニコト型
LI(d号,d4)71。卜L13卜 `号■■せユl禾り害暑 電嗜叫うレ1斜せ 型
■Ol叶 七己|ユl刑741'0レ l Elモ 01EI.

ュ司L.I・ 4二4響音 スト01011モ 利711鋼 74嘔暑 (1)ユモ 今後 哄010ト

せ 利刻ユ1嗜甘音 ユJ」 +フト載ユ,(2)鋼 ●J■OllAI EIサせ 号フト,

嘔今,ストJ,モ斗フトLIせせ ユ嘲二 “甘刻 スト与 4"音 せ二さレl書ユ
嘔 せ毬EI与 覆音 二呵 手鎖EI。 ユ モ瑚暑 手モ 早嘲Oll,電暑二 号を

う
l・
Al嗜ユ嘔 せ量El.
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ユ司LI電暑ユニ月 二EIモせせ モ利し,単一 民族,言語(ユl文化,
01嘲音ニア|)暑 社瑚二 号電J音 テス|も1モ 自國内鋼 劉711暑,異質性

そスl三 社せせキ与 餞音フト.せスト寸 せスト寸01“月ニユl Al・。1暑 咀電さト

嘔村 せ刻 スト七 嗜咽"=魁 せJせ 今Ol同 せ二むレ1曾ユ嘔 せ毬LI.
。l製。l電暑斗 冽ア1011籍音 モ ストニ月ユl腕。l嘲音ニフ1ユlユ |口 101し卜.

ユじlユ Ol教 01。卜せ二 泣會科教育ユ1具債フトユ子■モ ■El嘔 攻0トト・
0;♀モ 祗會科0卜せ二 社JOll嘲せ せ■Ol1 3171む卜哺。(2)鋼 電■Oll月

彎舎ストフ1フ 1鋼 電せJせ音 せこうトフlT°lもl型電宅 教科吸アl Elモ。1
LI.ュJLI電瑚二七 (1)ユl・J■ OllAlユl LI・せせ 祗會科諭Ol月二 ■

嗜J音 手な。1嘲咽もトモ 電暑 哄Ol二 ,甘ユ喘Olbl・ 番電手詈 工せせ
t■舎ストスト型ユ1叶せせ J普二月■ 31口 l暑 01二電二 そスl●1錢七フト.

甘舎ストモ (1)鋼 ス1料音 フトニ電+鎖モ 容器咀フト,ユストLl・ 電子ストニ
月鋼 Olせ■咀 兒童像 (Ol教二 (1))ユ1司」●l・ユl Elせユニ エ彎瑚叫

`≧

スl曾致キョフト?

5。 “人間関係 形成"音

47

く生活〉

Ⅳ

く仕事〉

I

(個別,特殊的) (集回,普通的)

非日常的

く聖(宗教,學問,科學,
Ol嘲音ニアl)〉

債値合理的)

01ユJモ ストJ斗フト嘲せユニ うトセ ストJ■ 劉711ユl嗜
°4音 “嘔せ■―

日1電せ■"0“スト■―号■"Ol己トユ むトモ 手フ191暑J軸ユニ 4号旱鋼 暑

J音 せ 項。lLl・.スl詈イス|ストJ斗ヒ Ⅲ斗Ⅳユl電呵音 7・
|ス l(子スl,早

■?)。卜叫 I斗 ユ ■嗜AJ音 鋼せ I鋼 嗜
°431“知識"音 フトニ月,ユ

Ol。1(ア l呵 ?)二号 “スト司暑 0卜七"ア |そユニ き1ユス1嗜獣モフト・

日常的(目的合理的)
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号■魁 I tt I Oll与 詈ストユ嘲二 号■ユニ 午子二 咀Jむトモ “正解"フト

せニス1鎖 EI.刻 EIオ Iモ ュ “正解"暑 号電せEI。 彎電う1甘ユOll月

“フトニスlモ スlA4"是 “電けるトユ 善",Ol。 1(71呵 ?)むレ1曾与 寸舎ス}暑
“替■01ユ 悪"01量叶.
ュ司LI・ I El・ Iフト呵り暑,Ⅳ鋼 響せ

=モ
ス‖暑 刻今さトスl嗜ユ嘔 せ■

El・ .

Ⅲユl普 Ol二 咀旱スト針 甘刻 鎖LI.ユ・●AOll Elう‖ I tt I鋼 呵ストモ
社■Oll工1せキ 40呵嘔.フ 1裂 ▲詈う1二 ♀電 署嘲 二七 明治鋼 モ

・ Jフ‖斗。用電。l嘲音ニアlミ]I tt Iユl{lttOllス ILIスl曾モEl・ .
せス|スト■咀 Jせ斗 普01ユ|¶°4咀 Ⅲ斗Ⅳ鋼 嘲せ

=■
キ可■ 01口‖

0卜 El・。せ嘲Oll LトトLI是 4♀二 IIキ鎖■.刻 EIフトユ フlそ書 Ⅲ暑
“舎71音",Ⅳモ “可号せ"。 13トユ きトモ “主期的"咀覆.工 。10J叫 91

号J是 “せ嗜"モ 覆 せユニモ フレント餞Ll・.子刻召61ュ フ1嘔■咀
“醤ユl El"Oll鎖 01AI EIせせ “スト書,詈 4・魁"斗ユl“せ711"ユ “駆使"
日■ ユ 斗■Oll鎖 01月 ユ ユl口 1針 フトスレトせ詈01 4Ll・ .ユ」Oll村

ユスント早己|●卜刻 ス|ガニ 早鋼口1●卜El・ .

“0卜■ 覆"斗 “せキ 毀モ 項"ユ|“せ711(スト01)"Oll毀モ 晋是,科學
的 知識ユ1追求せユニモ 嘲鋼 電キ 餞EI。 早せOll月ユlり書甘暑 号
qtl可 J鋼 Ⅳ二早司ユl電モOllし卜91 1ttIフトElせせ+餞以アl工‖
モOIEI.■三アlせ OlレЧモ,毬

=Jス
ト針 呵Elしl■ Ⅳニユl Elせ音 LI・ユl

Ⅳフト賛0卜 Llス1景せ 項Oll鋼せ■。ユ34LI Ⅳ咀 0;せ ユ Elせ是 HJ

ストLI OIJL1011二 載LIo LI・針 ュLI・ ユ可針ユl“せ711(ストOl)"OllAlせ ニ

せ 嗅0レ |口1モOIEI.

暑己1,せスト書 せストせユlJせ音 器ユ暑刻 ら卜讐 +せ書 I tt I魁 キ
喘Oll ttEl・.ユ可bl・ 号ユ号 手子もトモ 斗JOlltt l tt Iフト自己目的化
。レl鎌繁モ71・?ユ 電斗フト」三社J,■刑ロト替,31号咀工号スト,嗜J号
号 替倒tJスト到.… Ollけせ。トモ 電嘲 魁暑ユlストJせせ010卜」フト?ユ
■°J=スト珂斗二 二せ 嘔せ キ 餞叶ユ AJ考せEI.
ス1詈 電■せ 攻是 暑3191号■咀 Ⅳ,今 “Jせ咀ユニ月鋼 ユl口 |"二早
司 号■嘔 I tt I=ス 1子■きトモ 電.ユJア 1斜う‖月■,号■21電子スト
ユ101暑。;叶 鋼号 月■Oll一元■■ ●1せ音 子さトモ 攻。l。卜Llユ (脱Ol

嘲音ニアl鋼 二 。卜Ll・鋼 ■口1)EI・せせ “Jせ咀ユ|ストユ"31“せ711"Oll

電モ斗 せ音 711今 け二。トモ キ 喘Oll餞叶.ユ己1ユ ユ ア1せ毛 。lEl
l_l咀を斗 町詭 Network of Collulunication"音 電祖 +叙モ 主催ユl
育成。今,咀せ斗鋼 せ711暑 せこうトモ 項。|フト号せ J(スl司 ?)ユl号J
O;0卜せ二 LI・七 “ストJ詈 せフl"鋼せ 第一歩ιトユ J考せLl・ .
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